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研究成果の概要（和文）：摂食障害者において自己の顔画像と他者の顔画像を観察している際の脳活動を、NIRSを用い
て検討した。具体的には自己顔を観察している際の脳活動を、摂食障害者とコントロール群との間で、比較検討した。
その結果、定型発達群では、自己顔にのみ特異的な脳活動がみられたが、摂食障害群では、自己顔および他者顔の双方
に対して、側頭部の脳活動が見られた。この結果は、摂食障害者の特殊な自己認知を意味している。また、ADHD児を対
象に表情認知を、これもNIRSを用いて検討し、ADHD児では、笑顔に対してのみ、脳活動が観察された。さらに定型発達
乳児においても、質感知覚やカテゴリカル色知覚について検討した。

研究成果の概要（英文）：We used near-infrared spectroscopy　(NIRS) to measure hemodynamic responses while 
the participants viewed　photographs of self-face and stranger-face. In the AN group, activity of the 
brain significantly increased in the right temporal area during the presentation of both the self-face 
and stranger-face images compared with the baseline level. In contrast, in the control group, the 
activation significantly increased in the right temporal area only during the presentation of the 
self-face image. And we also investigated the brain activation in ADHD children who observed smiling and 
anger facial expressions of emotions using NIRS. ADHD children showed an increased activation for happy 
faces but not for angry faces, while TD children showed increased activation for both faces. Finally we 
also studied perceptual development of surface material perception using preferential looking method and 
categorical color perception using NIRS.

研究分野： 実験心理学

キーワード： 摂食障害　顔認知　発達
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１．研究開始当初の背景 
本研究では、研究開始当初、10 代前半の摂
食障害者の知覚・認知的特徴を、実験的に解
明することを試みた。 
一般的には、摂食障害とは 16 歳から 24 歳
の女性を中心に、ダイエット文化などの社会
的影響によって発症する心の病であると考
えられている。しかし近年、むしろ認知の偏
りやそれを生み出す脳科学的な要因の関与
が報告されるようになってきており、10 代
前半での発症も急増している現状がある。本
研究計画では摂食障害を、認知的要因の偏り
をスタートポイントとして社会的要因をき
っかけに生じる「発達的な障害」と捉え、こ
の認知の偏りとその脳科学的な根拠を、顔認
知課題を中心とする様々な実験心理学的な 
手法を駆使して明らかにしていくことを、当
初の目的とした。 
 
２．研究の目的 
研究プロジェクト全体としては、当初の目的
である摂食障害者を対象とした研究を中心
に進めた。プロジェクト実施においては、あ
わせて ADHD を対象とした研究や、定型発
達乳児を対象とした知覚発達および脳活動
の検討も行ったのであわせて報告する。 
（１） 摂食障害児を対象にした顔認知 
摂食障害者の自己イメージについては、従来
より多くの関心が寄せられてきた。本研究の
目的は、摂食障害者において自己の顔画像と
他者の顔画像を観察している際の脳活動を
検討することである。脳計測の手法としては、
摂食障害者にとっても簡易で負担の少ない
NIRS（Near infrared spectroscopy：近赤外
分光法）を使用した。摂食障害者は、自己の
身体の認知について極端に現実とは異なる
イメージを保持しており、自己イメージの歪
みが指摘されてきた。本研究計画でもこの仮
説にのっとり、自己顔の認知が、摂食障害者
において、なんらかの観点で歪んだものとな
っているのではないか、と考えた。具体的に
は自己顔を観察している際の脳活動を、摂食
障害者とコントロール群との間で、比較検討
した。顔認知については一般に右側頭が強く
反応することが知られている。ＮＩＲＳは、
ｆＭＲＩに比べれば、脳の表面しか測定でき
ないという欠点をもつが、実験参加者への負
担が少ないという有利な点をもつ。そのため、
発達障害児／者という拘束を比較的嫌う人
たちを対象としても、ＮＩＲＳは有効である。 
（２） ADHD 児を対象とした表情認知 
ADHD 児は、注意に関連した抑制機能の問題
が指摘されてきたが、近年、その対人関係の
特徴も注目されはじめている。例えば他者に
過剰に親しくしたり、逆に攻撃的になったり
といった問題がある。こうした行動特徴の背
後には、感情や表情認知の問題があることも、
先行研究により指摘されている。本研究計画
では、表情認知に注目し、その脳活動を
ADHD 児と定型発達児で比較検討すること

を目的とした。具体的には、笑顔と怒り顔の
表情画像を刺激とし、NIRS を用いて脳活動
を計測した。計測部位としては、従来より顔
認知に関連が深いとされる側頭部を対象と
した。 
（３） 乳児を対象にした知覚発達研究 
知覚発達研究としては、乳児を対象に物体表
面の質感知覚に関する照明環境の影響を検
討したものと、カテゴリカル色知覚の脳活動
を検討したものの２つが、主要な成果となっ
た。物体表面の映り込みやハイライトなどの
情報は、表面の質感を推定する際に重要とな
るが、大人の目から見た場合、表目の質感（つ
るつるしている／ざらざらしている等）は知
覚的に気づきやすいが、物体表面の映り込み
そのものは気づきにくい。我々は、知覚的な
恒常性が成立する以前の 3－4 カ月の乳児に
注目し、この月齢の乳児が、大人とは異なり、
表面の映り込みに気付きやすいとの仮説を
立て、表面の変化と照明環境の変化のどちら
に気付きやすいかを、3－4 カ月の乳児と７－
８ヶ月の乳児で比較した。また、カテゴリカ
ル色知覚については、緑１、緑２、青、の色
空間上は距離が等しい 3 種類の色を用意し、
同じカテゴリー（緑１と緑２）の変化と、カ
テゴリーを超えた色（緑２と青）の変化の際
の乳児の脳活動を、NIRS を用いて検討した。
測定は、カテゴリカル色知覚に関連する側頭
部とより低次の知覚に関連する後頭部を対
象とした。 
 
３．研究の方法 
（１）摂食障害児を対象にした顔認知 
15 人の女性の摂食障害者（平均年齢 13.8 歳）
と IQをそろえた同じく女性15人のコントロ
ール群（平均年齢 13.1 歳）の脳活動を比較し
た。実験では、ベースライン画像を見せ、自
己の顔を連続的に呈示し、この差分から自己
顔への活動の指標とした。また、同様に同性
で同じ年齢の他者の顔への活動を、ベースラ
インとの差分を指標として測定した。画像の
呈示時間は 800ミリ秒で ISIは 200ミリ秒で、
各試行には、5 回の刺激呈示の繰り返しを行
った。試行は、ベースライン、自己顔、ベー
スライン、他者顔の 
（２）ADHD 児を対象とした表情認知 
被験者は 13 人の ADHD 男児（平均年齢 10
歳）と 13 人の定型発達男児（平均年齢 9 歳 8
ヶ月）であった。実験では平静顔の静止画を
400 ミリ秒呈示した後笑顔または怒り顔を
400 ミリ秒呈示し続いて注視点を 200 ミリ秒
呈示した。この刺激セットを 10 回繰り返す
ことで１つの試行が構成された。ベースライ
ンは注視点のみを呈示した。ベースライン、
笑顔、ベースライン、怒り顔を繰り返し呈示
し、これを観察している際の側頭の脳活動を
NIRS を用いて計測した。 
（３）乳児を対象にした知覚発達研究 
質感知覚の研究については、3－8 ヶ月の乳児
42 人を対象に選好注視法を用いて検討を行



った。刺激は 2 枚の画像を ISI200 ミリ秒、
各刺激700ミリ秒で切り替えることで構成さ
れた。この 2 枚が異なっているものを目標刺
激とし、同じ 2 枚が切り替わるものを非目標
刺激として左右に対呈示することで画面を
作成した。この画面の目標刺激側への選好注
視率を計測することで実験は行われた。目標
刺激には、表面の質感が切り替わる 2 つの画
像を用いた「surface change」条件と、映り
込む照明の角度が変化する「 light field 
change」条件の２つの実験条件を設定した。 
色カテゴリー実験については、NIRS を用い
て、カテゴリー内の変化とカテゴリー間の変
化に対する後頭と側頭の乳児の脳活動を比
較検討した。 
 
４．研究成果 
（１）摂食障害児を対象にした顔認知 
実験の結果、定型発達群では、自己顔にのみ
特異的な脳活動がみられたが、摂食障害群で
は、自己顔および他者顔の双方に対して、側
頭部の脳活動が見られた。この結果は、摂食
障害者の特殊な自己認知を意味している。 
（２）ADHD 児を対象とした表情認知 
定型発達児では、笑顔と怒り顔、双方に対し
て脳活動の上昇がみられたが、ADHD 児では、
笑顔に対してのみ、脳活動が観察され怒り顔
には反応がみられなかった。この結果は、
ADHD 児が他者の怒りを認知できないとす
る一連の先行研究とも一致する結果である。 
（３）乳児を対象にした知覚発達研究 
質感知覚の研究の結果、我々大人が気が付か
ないような照明環境の変化を、より低月齢の
3－4 カ月のみ気が付くという結果になった。
一方、大人には見える表面の変化への気づき
は、おおよそ 7－8 ヶ月頃に発達し、この能
力の獲得と引き換えに、7－8ヶ月児（と大人）
は、照明環境の変化に気付く能力を失うこと
が明らかとなった。カテゴリカル色知覚の研
究では、色カテゴリーの変化に対して乳児の
脳の側頭部が活動することが明らかとなっ
た。一方、この活動は色カテゴリー内の変化
に対しては見られなかった。これらカテゴリ
ー間の変化に対する乳児の脳活動は、脳後頭
部における低次の活動では説明できないこ
とから、言語獲得以前の乳児において、すで
に青や緑といった概念カテゴリーが獲得さ
れていることが示唆される。 
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